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a土建1莫・?グニチュ… V7.7 

e重達成.6 7 激淡震ミ

@野寺~J. 夕方 6 時

このft主従話不j曲、 dil!.J交jま停

後，水Il:給水車じたよること

なるでしぶう。

備えあれば善悪いなし。水防波留にカが入ります。
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叫
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と
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伺
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、
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瓦
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、
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と
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っ
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。
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れ
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れ
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。
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仏
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.
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滋

i 
第

囲

21 
国

事 1 ぷ

紅句伊丹/..~

子
代
以
め
ん
凶
閣
を
い
持
っ
て
市
役
一
昨
内

3
5
6ち
燃
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あ
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れ
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、
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交
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が
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*シン tyJレベット半部俊J!l1万

円で *Zライトま500何で

コンt;::ラック 1500P寺 本ミキサ

*~主鋳ミシン*重量点湾様子冬

季時本絞りたfヒみ>tセミタ.ブルベ

ツ十本インテザアミラー*ベピ

ーベット 以上面談のいた淡定

緩って下<!:<.い

ホf量務そf-2人がけ *ピアノ

本E百科辞典 稼ポ日夕ブルミシ

ン *ベブーパギー寧 *i:毒液

軽量 *xレクトーン

がラス噂様式水素イ3宮ン

濃度計によるtl:l綴検定

長量りたいヰ毎、言喪ってiましい号告

がありました句商工絡まで

TEL ちま) 1151内線281

言十f量ま長め~務改丑ーにより、 ガラ

ス鐙滋火水手軽イオン液躍主義すくPH
言十〉的検出官事(需主機)及び指示書事

についてを検後詰正111のないも的は、

取手1.正明行為に後湾できな〈なり

ました白

事義紋君主子検液検定協会は、最終

9ニF築県言f長変換すを義母

5検記主を実摘する苦毒物 塁宅ネ

れたもので、計量器に絞氏本

総番号が伶きれているも問。

6検定手数料{…台につき}

指 示郊 1 n5000F号

検 総務 2800円 ¥1理工譲}

「消費生活教室」

児霊祭主総を
受けている方に

次的磯首ヨカ'.'Eじ ;場合1;[必ず議

桧事務長寺へ申し出て干おい。

①受給者が詰ヰヌE霊祭でむ〈なった

場合

③受給者が日本閣内に倹訴を右し

な〈なった時。

なり受給者が緩め子特区釘村に転IliL

た時

令受給者が公務員になゥた時

雪量支稔導要件重量について次的事実

が主主とた絡会

ア181識にi議した雲寺

イ主主干語教ずiを静了した時

。鈴した三寺

ずム主主語t'tdちjとくしなくなった時

オ'È計を殺持 L~' <会った時

手当接込者lげの変更又は，名雑

誌国主等、熟議H なければならむい

全革命誌必ず事前にtM枇事務所へ二

3皇帝語下いま

(4) 

公民館講康
9丹生募集

合)"館長葬14!9 i! '1三を次的 ei11l

草社主 Lま 1'0

1>内容 Y内湯1恒も?ドレから

b現時総 9)]かり官"ド 2)]まで

砂申i品会議科と rmも'"そ zて本

人が1ft接中央公h\~立に中 j主八

ドさいれ (íTlliHlflj~ 品不nf}

H毘付回 .イ眠れも 9ItTIJ'll，

誌になり次第持制ますれ

ワ'e， (!I~.I:fé: 3 や 6ゥ ljl二11"1. 

'f~f主 9 -. 11ヵJlI:11"1) 

1>持害するも碍 1'1 {-T'紛れよ (f

正t$'トで必{、!学れた主壬をit.:1l'N. 健主

縫.1主 6会保11:ポ~~;~

(粁1I京総jilTi
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父
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市史講究センター
{美術.i重富喜怒会}

F仏像と究舗の克方j

J主イ手1""i首謀ミ時究センタ…内

世fti連接部金ぞは、博物長官Jl.

"1えを fiないます。

均約自れまやー仏f撃と舎を絞め

je. }j 

炉問時 8 )j26日約午前10時

参場所 上野I.EJ立i事季語菌室煎築

合

ま量的P括主十の告を検を答品にするた 参録時 8月初日(水)守二善寺10袴 また、児童子当総浴滋求書j土、 滋子どもヴ札でのぞ圭議はごJ量感ド i 依然会 a 般市民的方的務

的下記的詩綴で出手話綾殺をするこ から犯罪寺 必ず本そ子続して下きい~ }:泌 さ"，加も数迎します“

主!こなりましたので、強:検縁望者 砂場所主張戸i高官寄生活セシター 駅曜日霊総絞で受付しません内てど 磁をふは 1 人 1 品I'l~ iこ限ります市史揺さん議〉

辻 8汗31臨までに、次的治定機綴 (東磁的分間庁舎 6膏食総気〉 討:殺を lil，j祉事筋向中央公民館) 、

参テーマ r倍と fめ本み汗II奇

者教室長J

砂申ぬきも 松戸i露竣栄治センタ

(検戸市小f昆本 7)後芸書0473

(61) 2111 臣室工務}

前梯盛明るい器購

~柴本霊堂司区長華さん{布役立880)

か与勿会食欲線区南棋聖型的に街路tit

1 0 71之{サルスベリ・ベェスモ

モなど)内苦手織がふりま iた。

29 食引IW一嚇齢反悶紋総鰍鰍…4該向義紋悶と掛嫁人Mが叫峨岬ゆ鈴恥悶湖枇北
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献織に
ご協力-a-

現政、総崩II百頭告をが不足 Lてい

ます。 lillI斑は命的綴、ぴとりでも

多く的存が協力して下さるように

お6員L尋 Li -1'， 

8TI23H(湖総会総小学校J9持

かよう 11時30分

8 J守318 (綴 4小学校) 9時カ h

11時部分 (f~\餓泳 j

転入者にませする
妊嫁撃し児ー絞殺霊祭
喜多奪受診察の交付

1>対絞殺単純φ t，総人しと綬澱

争j自

努交付場所 市 役 所保健諜

傍受診 時議後綴 L妊嫁f多絢)

wm
斜
線
怒
が
廃
道
〈
8
月
i
m
M
か
ら
〉

盟
罷
回
羅
鶴
間
圏
語
圏
副

にとj義喜善下さい。

ljlU主事項

(1)1幾段名及び事患者名

(2)没泌総、 4智治都内務

(3}受後者的主主英号、氏名、需主総番号

2連絡先

財E司法人 機銭君主子検主量検定協

会{獄事部世図ヶ宅手際事事1-21 

-25護主義違03(416) 5561 

3検出誌符時 10月13f!約午前10時

から午後 3柊

4験主主場所 千手提示計作草頭:釘お 9

8
丹
後
期 8F.1の納税

護霊F住民税・第 2葉月分

薗偶然絞・第2!紛分

市税jJj猿滋収

霊童皐月31St.劫9:30'-16:。号

機縫寺・窓I.喪書室・湖北吉支所

重体み
子ども挟盛大会

'rJi'1>(f抗1，主1.の主{訟でf[持〈み f

L略i漁ik会を行ないます。

@8  J!22日同 j

久.'j"まだ年自立 守二車号9時30分

務時計年館午後 1時

ときわずt年館 午後 4憾。8月2311 (月}

持iヒ"合護人?己主七シタ… 午前

9時30分

F総本ff1f.館午後 l時

7ft討fif号均三館 午後4時。8Yl24呂{火}

中宍公民館 '門下no時

子の神k然 光 守 f圭2時

(!亘社事務綬}

秋の市民野球大会
キャプテン会議

ャプテン妥量殺をfまないます。

~臼時 8月22冨{註}午前10時

~域防減孫子市中央公筏銭

子Hl火会費5000fIlをお駁いし

ず。

惨量豊絡先 手老級ろ炉事野球i車線

手林信夫(82)3040(教常事警災会)

まな1111績を悪事決するために、

rたX門 11lJ!主科学>~f 兇父母的合J を

明と子どもたち的かかえているさき 伎の策上辻野原大会について丹キ

j普段しましム

i!4綬長宗主苓%を持たれる Hli、 F 

葉県支部:にど季語3下さ、~

連絡先伶iHUfL(符絞101-

6…-2Q1'fi監議 (84) 4 86 2 

行数縁談・人権擁護綱談

.. 8月25f!校。
10 : OO~15 : 00 

@商工会総

記長事李相談
.. 8 1'l11お

@市f党総市民総書童話芝

9 : OO~15 :部

市営本道を申込む
E寺は次の磐類を

1哲'討水道を申書宵する時辻、かな

らず;!;丹書類をそろえて下きい偽

申込みの受付窓口は.市がま替予註

した水道:主導殺ですe

申議書類

(1)絵本後援主:事申議護軍

(2)委校校 a 要事i仔掠納庫貫

(3)給水静需給綴

(4)預金口座振替告主総選辱

(5) ¥OIl緩是正明書

(6)主義室長袴認申綴鈴可議(写)

(水滋官事)

雑草を刈取ろう

夏主主将綴り辻、真若手宝寺章、管理者

にお摩買い Lております。

護主総や霊堂1也に維事会主主題fLてお

くと、夜祭発生時!東側にもなワま

す。

絞当する所有毒達、管還者はご協

tJ下さい.
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